
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
四
七

◎
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律�

�
（
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
法
律
第
七
〇
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
四
月
二
四
日
・
衆
議
院
総
務
委
員
会
）

○
新
藤
国
務
大
臣　

行
政
不
服
審
査
法
案
、
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案
及
び
行
政
手
続
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を

御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
略
）�

次
に
、
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
御
説

明
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
合
わ
せ
、
国
民
の
救
済

手
段
を
充
実
拡
大
さ
せ
る
観
点
か
ら
、
不
服
申
し
立
て
の
対
象
と
な
ら
な

い
処
分
前
の
手
続
や
行
政
指
導
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の

整
備
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
法
令
に
違
反
す
る
事
実
の
是
正
の
た
め
の
処

分
ま
た
は
行
政
指
導
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
処
分
等
の
求
め
の
手
続

や
、
法
令
に
違
反
す
る
行
為
の
是
正
を
求
め
る
行
政
指
導
の
相
手
方
が
そ

の
中
止
等
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
行
政
指
導
の
中
止
等
の
求
め
の
手

続
を
新
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
れ
ら
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
慎
重
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
あ
ら
ん
こ
と
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
五
月
二
二
日
）

○
高
木
陽
介
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
各
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

�

（
略
）�

最
後
に
、
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
処
分
及
び
行

政
指
導
に
関
す
る
手
続
に
つ
い
て
、
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
の
充
実
を

図
る
た
め
、
法
律
の
要
件
に
適
合
し
な
い
行
政
指
導
の
中
止
等
を
求
め
る

制
度
及
び
法
令
に
違
反
す
る
事
実
の
是
正
の
た
め
の
処
分
ま
た
は
行
政
指

導
を
求
め
る
制
度
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

各
法
律
案
は
、
去
る
四
月
二
十
一
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
二
十
四

日
新
藤
総
務
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
そ
れ
ぞ
れ
聴
取
し
た
後
、
五

月
八
日
か
ら
質
議
に
入
り
、
十
三
日
に
は
参
考
人
か
ら
の
意
見
聴
取
を
行

い
、
十
五
日
に
質
疑
を
終
局
し
ま
し
た
。

�

（
略
）�

次
い
で
、
討
論
を
行
い
、
採
決
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
、
行
政



行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

二
四
八

不
服
審
査
法
案
の
修
正
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
修
正
部
分
を
除
く
原

案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
、
本
案
は
修
正
議
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
次
に
、
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整

備
等
に
関
す
る
法
律
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
、
行
政
手
続
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
、
い
ず
れ
も
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

�

（
略
）�

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
総
務
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
六
月
六
日
）

○
山
本
香
苗
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
総
務
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま

す
。

�

（
略
）�

次
に
、
行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
国
民
の
権
利
利

益
の
保
護
の
充
実
を
図
る
た
め
、
法
律
の
要
件
に
適
合
し
な
い
行
政
指
導

の
中
止
等
を
求
め
る
制
度
及
び
法
令
に
違
反
す
る
事
実
の
是
正
の
た
め
の

処
分
又
は
行
政
指
導
を
求
め
る
制
度
を
整
備
す
る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
参
考

人
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
自
己
反
省
機
能
を
強
化
す

る
法
改
正
の
意
義
、
審
理
員
の
専
門
性
、
独
立
性
及
び
第
三
者
機
関
の
公

正
性
の
確
保
、
審
理
員
等
の
導
入
に
向
け
た
地
方
自
治
体
に
対
す
る
支
援

策
、
改
正
後
の
再
調
査
の
請
求
や
難
民
不
服
申
立
て
制
度
等
の
適
切
な
運

用
、
国
民
や
地
方
自
治
体
に
対
す
る
改
正
内
容
の
周
知
の
必
要
性
等
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
吉
良
よ
し
子
委
員
よ
り
、
行
政
不
服
審
査
法
案
及
び
行
政
不
服
審
査

法
関
係
法
律
整
備
法
案
に
反
対
、
行
政
手
続
法
改
正
案
に
賛
成
す
る
旨
の

意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
行
政
不
服
審
査
法
案
及
び
行
政

不
服
審
査
法
関
係
法
律
整
備
法
案
は
そ
れ
ぞ
れ
多
数
を
も
っ
て
、
行
政
手

続
法
改
正
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

�

（
略
）�

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。


